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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

内容	

1.  自己紹介 
2.  目的とデータ項目 
3.  開発と運用の経緯 
4.  入力状況 
5.  活用 
6.  まとめと課題 
 
発表のゴール 

 Ruby on Railsで構成された教員データベースの目的、開発の経
緯を紹介し、これまでに得られた知見を述べる。 
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

1. 自己紹介	

国立大学法人 九州大学 大学評価情報室	

	九州大学における大学評価（組織評価）やマネジメントに
資する基礎情報の調査・収集・分析を通じて、大学にお
ける点検・評価活動への支援と学内外への大学情報を
発信・提供する業務を行う。 	

教員個人を評価する仕事ではない。	

私 （森 雅生：助教）	

	教員データベース（大学評価情報システム）の開発・運
営・管理および大学情報と教員情報の収集と分析。	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

2．目的とデータ項目	

目的	

	教員の自己点検・評価活動のデータ収集支援を目的と
し、教育研究活動に関するデータ項目を整理、全学で
共通のデータ項目でデータベースを提供。	

データ項目	

	教育・研究・社会貢献・管理運営・競争的資金の５分野、
全６２項目。	
‒  例：原著論文、科学研究費採択状況、など	

サービス対象	
‒  20部局・研究所・病院	
‒  全教員数 約2300人	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

３. 開発と運用の経緯	

背景	

	H11年 国立大学の自己点検・評価の義務化	

	H16年 国立大学の法人化	

	※認証評価と法人評価の義務化	

	※大学評価（組織評価）の目的は大学の諸活動を点検し
て改善に資すること。	

	※根拠資料の収集が大変困難。	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

３. 開発と運用の経緯	

開発	

	H15年 大学評価情報システムの初期型開発完了・運用	
‒  情報教員による入力用CGI開発。	
‒  タブ区切りテキストデータ。	
‒  一部の公開項目についてWebDB｢研究者情報｣を開発。	
‒  後に、富士通に入力CGIの開発を委託。	
‒  画面遷移に時間がかかるなどの課題があった。	

	H18年 大学評価情報システムの全面的改修	
‒  Ruby on Railsによるウェブアプリケーションに乗り換え。	
‒  IFの改修に関して小回りの効くシステムへ。	
‒  開発は富士通、マルチプライ（岡峰氏）へ委託。	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

３. 開発と運用の経緯	

開発方法	

	ゆるいエクストリームプログラミング	
‒  開発開始から納品まで期間は約半年であったが、納品以後も機能付
加や改良を続ける。	

‒  開発者（岡峰氏）と顧客（私）で議論しながら進めた。	
‒  開発者に、当該データベースをめぐる制度や制約など、大学の事情
を十分理解していただいていたので、開発者からの提案が的を得た
ものが多かった。	

	Ruby on Railsを選んだ理由	
‒  前任者が決めてしまっていた。	
‒  初期型では、XMLデータベースを最終的な目標にしていたが、運用
している間に、関係データベースで十分であることが判明。	

‒  柔軟なウェブアプリケーション開発が可能（アジャイル性）。	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

4. 入力状況	
入力件数
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2008年6月13日
371916件

2008年10月10日 387779件

2008年10月11日 425559件

2008年5月1日 453241件

2008年7月31日 496192件

研究業績関連データについては 
約6万5千件	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

4. 入力状況	

入力増加の理由 
 入力の義務化―責任の所在の明確化 
全学で合意された、教員の連帯責任制を導入、部局全体が責
任を負う。 

 データの充実化と必要性の相互作用 
データが貯まるほど、データベースの必要性が認識され、更に
入力が促される。正のスパイラル。	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

5. 活用	
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

5. 活用 （研究者情報アクセス分析）	
平均ページビュー対直帰率(上位100カ国) (平成19年12月から平成19年10月)
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Ruby on Railsを用いた教員データベース 

5. まとめと課題	

まとめ 
 目的の明確化による教員データベースの活性化 
自己点検・評価という制度への対応という位置づけ。 

 ゆるいXP 
開発者、顧客間で、導入するDBの目的や制度的な背景の共有。 

課題 
 教員の入力負担の軽減 
アップロードAPIの開発や、他の学内DBとの連携。  

 オープンソースとして公開 
ドキュメント類を整備して、他大学や研究機関での利用の呼びかけ。
大学のほうから文科省や国に対して、教員データベースの情報スキー
ムを提案する ⇒ 世の中を動かすことができるか？Ruby on Rails! 

END 


